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秋⾬で肌寒さを感じる⽇です・・暖房を少しつけました・・ 
 今⽇は、体育の⽇・・ですが、何とも⾔えない⾬模様です。 
運動会を予定していた⼩学校もあったようですが、延期になったさくらっこもいました。 

そんな中、今⽇も 8 組、22 名の親⼦の皆さんと 8 名の学⽣が参加してくれました。 
 学⽣は 7 名のこども保育コース 1 年⽣と、1 名は⾷物栄養専攻の市川ゼミの 2 年⽣です。 
早速、「⼩⻨粉粘⼟をしよう」と⾔って、朝から保育コースの学⽣たちがワイワイ準備し始めました。や
ったことがない⼈もいて、スマホで検索しながら、調合してみています。 
 ⾷紅で、⾚、⻘、⻩、緑を⼊れてみて、・・⾊を混ぜてみたりして、楽しそうです。 

       
 

      
K ちゃんは、幼稚園に⼊りました     えっ？油をかなり⼊れています。 
やってみよう！             お姉さんは、息をのんでいます・・・ 

 

どうやら、「⼊れる」のが⾯⽩い
ようです。どんどん⼊れていきま
す。油、粉、⾷紅・・ 
息をのむお姉さんたちでしたが、
結局笑っています。 



       
ここからがすごい・・想像もしていなかった「ビーズ」も⼊れてくれました。 
この辺からは、この遊びに圧倒されて、皆、感⼼するばかりです。 
 

 
 

    
こちら、お兄さんたち組に、久しぶりの K ちゃんも⼊って、⼯具を使って組み⽴て作業です。 
R くんは、すごい⾞を作っていました。完成品を⾒てお姉さんたちがびっくりしています。 

 

残ったビーズを全部⼊れて、これを使っ
て、お料理も始まりました。 
「すごいねえ」と、感⼼するばかりの私
たちです。 
帰りに、3 ⼈でビーズ⼊り⼩⻨粉粘⼟を
分けて、おうちに持ち帰りました。 

S ちゃんも、そこに⼊ってきました。 
R 君が⾞を作ったのを⾒て、おうちから持っ
てきた、ネズミさんのお⼈形のための⾞を作
り始めました。真剣です。 



 
 

 
 

 
 

 
びっくりするような、さくらっこの⼩⻨粉粘⼟づくりですが、どんどん遊びが広がって、考えもしていな
かった遊びに発展していきます。そこで⽣まれる対話が本当に⾯⽩い！ 
 

こちら、先ほどのビーズ⼊り⼩⻨粉
粘⼟を、ヤギさんに⾷べさせていま
す。うまい、メエエエ! 

ママと⼀緒に、粘⼟で型抜きをしていま
す。きれいな⾊を選んで作っていますね。 

アハハハ・・ベタベタです。 
この後、お姉さんといろいろ⼯夫して、
しっかり固まりました。 
H 君もおうちに持って帰りましたね。 

あのねえ・・もうちょっと油を⼊れたほうが
いいんじゃない。 
こちら、S ちゃんママは、学⽣たちの先輩の
現役幼稚園教諭です。 
学⽣たちも⼀緒に育てていただいています。 
 
 
 
 



 

 
 

 
 

 
この場⾯・・実は、みんな⼊れ替わりで⼊っていますが、ものすごい「お医者さんごっこ」が展開し

ていました。途中で、⽝が⾚ちゃんも⽣みました。「⽣ませてください」と K ちゃんがお姉さんに⾔って、
仰天したお姉さんが「はい」と⾔って、⽝のおなかから⼦⽝を出しました。 

「あっ、⽣まれました」と K ちゃんが⾔いました。 
患者になったお姉さんは、すごい⾼額な治療費を Yくんに請求されたそうです。 
「払えないんですか！」と⾔われたとのこと。 

本当に、驚くような遊びのイメージが⾏き来して、学⽣も交えた豊かなコミュニケーションの輪が広ま
っています。 
 
 

相⾺にお引越しした、H くん、K くんとママ。 
また、いつでも遊びに来てくださいね！ 

Tくんは、みんなの横で絵本を⾒ています。 
だるまさん・・も好きなんだね。 



    

市川先⽣、お久しぶり！皆さん⼤歓迎です。 
ゼミ学⽣の提案で、「野菜教室」を開いてくださる相談を、皆さんとしています。 
親⼦で作るのは、もう少し控えることにして、実演をみんなの前でしていただいて、作ってきていただい
たお菓⼦を、最後に配ってくださることになりました。⼤変な時ですが、出来る⽅法をみんなで考えてい
きましょう！ 

  

今⽇も、みんな本当によく遊びました！お⺟さんお⽗さん⽅もたくさんお話ししていかれました。 
また来週会いましょう！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
連絡先：狩野奈緒⼦（桜の聖⺟短期⼤学）naoko-k@ssjc.ac.jp 
 

＜10 ⽉・11⽉の予定＞ 
10 ⽉ 17 ⽇（⼟）秋のリースを作ろう 

 24⽇（⼟）野菜教室：パンプキンのお菓⼦ 
   11⽉ 14⽇（⼟）野菜教室：トマトのお菓⼦ 
      21 ⽇（⼟）秋の⾃然を楽しもう 


